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開会　午前１１時００分

　　　　◎開会の宣言
○議長（橋本憲治君）　皆さん、おはようございます。開拓記念日のつどいは、大変ご苦労様でございました。

　それでは、定刻になりました。

　ただいまから、平成２４年第１回訓子府町議会臨時会を開会いたします。
　　　　◎議会運営委員長の報告
○議長（橋本憲治君）　安藤議会運営委員長から本日の議会運営について、報告をいただきます。
○議会運営委員長（安藤義昭君）　ご苦労様です。

　それでは、ただいま議長のお許しを得たので、議会運営委員会から、ご報告を申し上げます。

　本日、午前９時から議会運営委員会を開催いたしまして、平成２４年第１回臨時会の運営について、協議をいたしました。

　本臨時会に町長から提出されている議案は４件、その他、報告が１件であります。

　なお、本臨時会については、町長からの行政報告はありませんので、平成２４年第１回臨時会招集の挨拶を受けることとなっておりますので、よろしくお願いいたします。

　続きまして、会期につきましては、本日１日間といたします。

　また、議事日程につきましては、お手元に配布の資料のとおりでありますので、ご覧になっていただきたいと思います。

　以上のとおり議会運営委員会で決定いたしました。

　これをもちまして、議会運営委員会からの報告を終了させていただきます。
○議長（橋本憲治君）　ご苦労様でした。
　　　　◎開議の宣告
○議長（橋本憲治君）　本日の出欠報告をいたします。

　本日は全議員の出席であります。

　なお、谷本農業委員会会長、仁木選挙管理委員長から欠席の報告がありました。
　さらに、三好図書館長から、欠席する旨の報告がありました。

　直ちに、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付してあるとおりであります。
◎諸般の報告
○議長（橋本憲治君）　日程に入るに先立ち、事務局長に諸般の報告をさせます。

○議会事務局長（森谷　勇君）　それでは、ご報告申し上げます。

　本臨時会の説明員並びに閉会中の動向につきましては、印刷の上、お手元に配付のとおりであります。

　なお、本臨時会に町長から提出されております案件につきましては、議案が４件であります。その他、報告が１件でございます。

　以上でございます。

○議長（橋本憲治君）　以上をもって、諸般の報告を終わります。
　　　　◎会議録署名議員の指名
○議長（橋本憲治君）　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員
は、会議規則第１１８条の規定により、議長において、２番、佐藤静基君、３番、工藤弘喜君を指名いたします。
　　　　◎会期の決定
○議長（橋本憲治君）　日程第２、会期の決定を議題といたします。
　お諮りいたします。
　本臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」との声あり）
○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。
　よって、会期は１日間と決定いたしました。
　　　　◎町長挨拶
○議長（橋本憲治君）　ここで、本臨時会招集にあたり、菊池町長から、ご挨拶がございますので、発言を許します。
　町長。
○町長（菊池一春君）　ただいま、議長のお許しをいただきましたので、本臨時会招集のご挨拶を申し上げます。
　本日は、早朝から開拓記念日のつどいに全議員の皆様のご出席をいただきましたことを心からお礼を申し上げます。

　さて、３月１１日の定例会において、議員の皆様のご理解をいただいて、私どもの町は、日曜議会を開催し、さらに、議決をいただき、義援金を日本赤十字社に寄付をさせていただきました。その日だけで私たちの災害支援は終わるものではないということを確認の上で、私は４月２８日から５月３日まで、被災地をおよそ１週間車を走らせてまいりました。東松島から始まって、石巻市、気仙沼、陸前高田市、そして、昨年も訪問した釜石、そして、大槌町のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いかり),碇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がわ),川)町長と懇談する機会を設けることができました。率直な感想として、がれきは１カ所に集まっているものの、その処理、そして、復興は、いまだ道遠しというのが率直な感想でございまして、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いかり),碇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かわ),川)町長との懇談の中では、１点は、すべての国民の皆さんに、あの被災した東日本大震災を忘れないでいただきたい。そして、いかなる支援も私どもは受けたいというご挨拶をいただきました。今後も町民をあげて、いろいろなかたちでご支援をさせていただくということをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いかり),碇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がわ),川)町長にご報告を申し上げまして、被災地をあとにしたところでございます。今後とも改めてよろしくお願いをするものでございます。
　さて、今日の臨時会につきましては、全員のご出席をいただきましたことを改めてお礼を申し上げますとともに本臨時議会にあたりまして、私から提案しております概要を申し述べましてご理解を賜りたいと存じます。

　まず、一般会計の補正予算案についてでありますが、４，２９３万８千円の追加補正をさせていただいているところでございます。

　その主な内容につきましては、民生費では、４月からの子ども手当から児童手当への制度改正に伴う予算の組み替え。

　さらに、既存の子ども手当システムでは、制度改正に対応できないことから、児童手当システムの改修経費。転入や出生により、対象児童が増えたことによる扶助費などの追加補正。

　農林水産業費では、地域共同による農村環境の保全のための活動を支援する農地・水保全管理支払事業の事業継続が確定したことによる負担金の補正。
　さらに、教育費では、去る４月１１日に発生したスポーツセンター北側屋根軒天崩落に伴う対応急々の窓ガラス取替等の修繕工事と崩落した屋根材等の除去の委託料のほかに、スポーツセンター北側屋根の復旧工事の経費を提案させていただいているところでございます。

　次に、条例改正についてでございます。町税条例の一部改正につきましては、地方税法等の改正に伴いまして条例改正を提案させていただいております。

　次に、財産処分についてでございます。町有林生産素材（立木）販売について、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例に基づき、予定価格が７００万円以上の動産の売払いに関して、議会の議決を求めるものでございます。

　次に、専決処分についてでございます。児童センター整備事業及び公共土木施設単独災害復旧事業の地方債が確定したことに伴い、平成２３年度一般会計補正予算について、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きゅうし),急施)を要したため専決処分をしましたので、報告し承認を求めるものでございます。

　最後になりますが、公用車事故による損害賠償の額の決定及び和解が成立しましたので、専決処分の報告をさせていただくものでございます。

　以上、議案４件、報告１件の詳細につきましては、各担当課長等から説明をさせますので、ご審議を賜りますようよろしくお願いを申し上げまして、本臨時会招集のご挨拶とさせていただきます。
　　　　◎議案第３４号
○議長（橋本憲治君）　日程第３、議案第３４号　専決処分の承認を求めることについてを議題といたします。
　提出者からの提案理由の説明を求めます。議案書１３ページでございます。
　副町長。

○副町長（佐藤明美君）　議案書１３ページになります。
　議案第３４号　専決処分の承認を求めることについてでございます。

　地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により、これを報告し承認を求めるものでございます。

　この専決処分の内容につきましては、議案書１５ページ以降の専決処分書のとおりになっておりますが、平成２３年度訓子府町一般会計補正予算につきましては、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きゅうし),急施)を要したために３月１６日付で専決処分を行ったものでございます。

　なお、今回の専決処分につきましては、町長の冒頭の挨拶にございましたが、２つの事業に対して、起債の借入同意が道からされたことに伴いまして財源だけを振り替えるというものでございますので、ご理解をお願いしたいと思います。

　それでは、専決処分書により説明を行っていきますが、１５ページになります。

　平成２３年度訓子府町一般会計補正予算（第１０号）の内容について、説明をいたします。

　まず、第１条でございますが、歳入歳出予算の補正後の総額は、今回、財源の振り替えだけでございますので、４２億５，８８７万３千円は変わっていないということで、今回は載っておりません。

　この補正の款項の区分ごとの金額等につきましては、次のページの「第１表　歳入歳出予算補正」の表のとおりでございますが、これについては、ご覧をいただくこととして、詳細については、この後、説明させていただきたいと思っております。

　１５ページに戻っていただきまして、第２条の地方債の追加につきましては、次のページの「第２表　地方債補正」の表になります。ここにあります追加する事業につきましては、２本の事業のうち、１つ目が、訓子府町児童センター整備事業で、これは実施設計分でございますが、限度額６７０万円、２つ目が、公共土木施設単独災害復旧事業で、限度額３９０万円の起債の追加になります。

　なお、借入の方法につきましては、証書借入とし、この利率は５％以内ということで、償還の方法は、右に書いてあるとおりでございますので、ご覧いただきたいと思います。

　次に、１７ページの歳入歳出予算補正の事項別明細書をご覧いただきたいと思いますが、今回は、最初に歳出から説明していきたいと思いますので、１８ページをお開き願いたいと思います。
　１８ページの上の表になりますが、３款、２項、７目の児童センター建設事業につきましては、実施設計事業が過疎債の借入同意がされたことに伴い、財源内訳にありますようにその他財源の繰入金、社会資本整備基金になりますが、６７９万４千円の減額のうち、過疎債に６７０万円、残りの９万４千円を一般財源に振り替えたというものでございます。

　次に、１２款、１項、１目の道路災害復旧費と２目の河川災害復旧費につきましても、同じく、起債の借入同意がされたことから、道路災害復旧費では、一般財源を１９０万円減額し、地方債に１９０万円を振り替えた。同じく、河川災害復旧費では、一般財源を２００万円減額して、地方債に２００万円を振り替えるという中身でございます。

　次に、１７ページに戻っていただいて、１７款、１項、１目の財政調整基金繰入金、収入にございますが、歳出のところでご説明しましたように災害復旧費を一般財源として、財政調整基金で当初は見ておりましたが、起債に振り替えた分、３９０万円の減額と児童センター整備事業の起債へ振り替えた残分、先ほど言った９万４千円を追加し、差し引き財調の分では、３８０万６千円を財源調整させてもらうものでございます。
　その下の２目、社会資本整備基金繰入金６７９万４千円の減額につきましては、児童センターの実施設計費全額を当初、社会資本整備基金で見ておりましたが、歳出のところでご説明しましたように起債に６７０万円を充て、残りの分を社会資本整備基金だったのが、財政調整基金に９万４千円を振り替える中身でございます。

　次に、下の表になります。

　２０款、１項、町債につきましては、前段にご説明いたしました２つの事業の起債をあわせて１，０６０万円の追加となるものでございます。

　次に、１９ページ、地方債の現在高の見込みに関する調書ですが、今回、起債の１，０６０万円の追加により、この表の一番右側の下から３段目で、５０億６，７４６万５千円が現在の地方債の借入残高の表でございます。

　以上、専決処分の承認を求める内容につきまして、説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定いただきますようよろしくお願い申し上げます。

　以上でございます。
○議長（橋本憲治君）　これより、議案第３４号の質疑、討論、採決をいたします。１人３回まで質疑行えます。

　ご質疑ございませんか。

　４番、河端芳惠君。

○４番（河端芳惠君）　４番、河端です。１８ページの歳出、児童センター建設事業費、これは実施設計の分ということですが、これから本格総工事事業費、どのぐらい見込まれているのか。それとこれから借入が道からどのぐらいあるのか。その辺の目途をお聞かせください。
　それと同じく１８ページ、下の段の道路災害復旧費、河川災害復旧費ですが、これはどこの部分なのでしょうか。

　以上、お伺いいたします。
○議長（橋本憲治君）　副町長。

○副町長（佐藤明美君）　今、前段の児童センターの実施設計ですが、実施設計、３月に終わっておりますので、今、金額の調整とこれから発注をかけていくのを当初皆さんにお話しておりますように６月の定例会で提案させていただく。この前にも全員協議会でも説明させていただきますが、今、大体の面積や仕様、そういうものは大体煮詰まってきて修正をかけているところですが、金額を削ると言ったら変ですが、調整をかけている段階ですので、その分については、もう少し、どっちみち６月の定例の前の中ではご説明させていただきますが、そういう段階であるということをご理解いただきたいと思います。当初、全員協議会でもお話しているよりも若干、増えているものですから、その部分の調整をかけている段階ですので、よろしくお願いしたいと思います。
○議長（橋本憲治君）　建設課長。

○建設課長（伊田　彰君）　２点目の災害復旧費の復旧箇所の関係でございますが、９月補正時にご説明してあるとおりですが、まず、道路災につきましては、緑丘線、これは高速予定地より南側１カ所、第３班道路交差点より南側が１カ所、緑丘第３班線、法面成形１カ所、隠れ沢線、法面成形１カ所、ケトナイ線、法面成形と舗装復旧の部分、西１６号、南６線付近の沢の部分の法面成形と排水整備、西１７号線、法面成形と排水枡、これも南６線付近の沢でございます。北栄南１０線、法面成形と舗装復旧、西３２号から３３号間でございます。最後になりますが、駒里南９線、西３１号付近で法面成形及び流入管の復旧を行ってございます。
　次に、２目の河川災のほうでございますが、これにつきましては、協成川、レクリエーション公園付近ですが、この部分が３カ所、オシマ川、これは緑丘になりますが、この部分が３カ所、山林川、西１７号上流部分の復旧でございます。

　以上でございます。
○議長（橋本憲治君）　ほかにご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。
　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第３４号の採決を行います。

　本案を原案のとおり承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり承認されました。

　　　　◎議案第３１号、議案第３２号、議案第３３号
○議長（橋本憲治君）　この際、次に、日程第４、議案第３１号、日程第５、議案第３２号、日程第６、議案第３３号を議題といたします。

　各案に対する提案理由の説明を求めます。

　議案第３１号から、順次説明願います。議案書１ページでございます。
　副町長。

○副町長（佐藤明美君）　議案書の１ページになります。
　議案第３１号　平成２４年度訓子府町一般会計補正予算（第１号）の説明を申し上げます。

　まず、第１条では、歳入歳出それぞれ４，２９３万８千円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞれ３６億９，３９３万８千円とするものでございます。

　第２項にございますように今回の補正の款項の区分ごとの金額等につきましては、次ページの第１表のとおりとなりますが、これにつきましては、ご覧いただくこととし、この後、３ページ以降の事項別明細により説明させていただきます。
　これにつきましても、先ほどと同じように歳出から説明させていただきますので、４ページをお開き願いたいと思います。上の表になります。
　３款の右側の事業区分にあります子ども手当支給事業及び児童手当支給事業に関連する説明につきましては、歳入もこれから同様ですが、４月から児童手当法の一部改正が行われたことに伴いまして昨年度までの子ども手当から児童手当に制度変換になったことにより、それに関連する予算を組み替えるものが、３款の中身でございます。
　今回の新しい児童手当につきましては、当初予算で見込んでいた給付区分と変わった点はほとんど区分的にはございませんが、この児童手当で新たに変わった部分といいますと所得制限が設けられた点が予算との主な変更点になろうかと思っております。

　また、児童手当及び子ども手当の執行にあたりまして、この事業につきましては、６月、１０月、２月と年に３回交付、４カ月ごとに３回交付することになりますが、来月の６月交付では、今年の２月、３月分が旧制度の子ども手当として残りますので、４月、５月分の新制度の児童手当と混在して交付するかたちになります。旧制度である子ども手当に関する予算を現行予算に一部残し、科目的には同じなのですが一部残し、残りをすべて児童手当に振り替えるという中身の予算になります。

　さらに、振り替えにあたりましては、当初予算は、当初予算の対象者の人数把握につきましては、昨年の１０月期支払の分で推計し、約６００人でしたが、今回の補正予算では、本年の２月期支払の分で推計人数をとらえておりますので、大体６４０人で４０人ぐらい増えているということで、それらに関する経費についても若干増加しているということでとらえていただきたいと思います。
　それでは、説明に入りますが、３款、２項、４目、児童措置費の事業区分、子ども手当支給事業では、１２節の役務費の通信運搬費を制度が変更したことに伴いまして対象世帯への通知などの増加を見込みまして、２万５千円を追加させていただいたものです。

　次に、１３節の委託料の一番上の子ども手当システム５７万８千円を減額しまして、同額をその下に書いてあります児童手当システム保守業務に振り替えるという中身です。

　さらに、その下の子ども手当システム改修業務６７万円については減額をする。その下の児童手当システム改修事業を新たに２７４万１千円計上させてもらうものでございます。

　次に、その下の２０節の扶助費の子ども手当につきましては、先ほど説明しました旧制度の２月、３月分を残して、その残した分以外６，７００万５千円を減額しまして、その下の児童手当につきましては、今年の４月から年明けの１月までの１０カ月分としまして人数も若干増えていますが、７，１８０万円を計上しているものでございます。
　なお、事業区分の子ども手当事業６，８４９万５千円の減額及び児童手当支給事業の７，５３８万６千円につきましては、今回、補正にあたりまして節の区分は替わっておりませんので、説明欄には出てきておりませんが、その他に９節の旅費で２千円、１１節の需用費の消耗品で１３万２千円と印刷製本費１万３千円、さらに１２節の役務費の通信運搬費ですが９万５千円、これの合計が２４万２千円になるのですが、これが子ども手当関連予算から児童手当予算に振り替わっているという部分ありますので、事項別明細の説明の中のマイナスとマイナスを足していくと子ども手当のマイナスにならないという部分は、この部分が加わる。要するに金額は出てこないですが、そっくり入れ替わるということですので、その２４万２千円の分をそれぞれマイナスはマイナス、プラスはプラスで足してもらえば、事業区分になるというようにとらえていただきたいと思います。

　次に、真ん中の表になりますが、６款、１項、５目の農業基盤整備事業費の１９節の農地・水保全管理支払事業負担金につきましては、昨年度までは、農地・水環境保全対策事業と呼ばれていたもので、年度当初は、事業詳細が未確定だったことから、予算計上を保留しておりましたが、事業の詳細が今回決まりましたので、今回の補正予算で計上させていただくものでございます。この事業につきましては、ご存じのように地域共同による農地農業用水等の資源の保全管理と農村環境の保全向上の取り組みに対して支援される事業でございまして、本町の対象となっている地区は、西富、清住、実郷、穂波、日出の５地区、田畑あわせて１，３０５ｈａが対象面積となってございます。その内訳と基準額につきましては、畑が１，２４５ｈａの基本単価が反当たり１，２００円、水田が６０ｈａで反当たり３，４００円ということで計算されております。ただし、従前事業から、この事業の５年間経過している西富地区につきましては、基本単価の上限が７５％となっておりますが、残りの地区につきましては、まだ５年を経過していないことから上限設定はないという計算の仕方になります。従いまして基準額である５地区の総事業費につきましては１，６０８万円で、負担率につきましては、国５０％、道２５％、市町村２５％ということになりまして、先ほど言いました１，６０８万円に今回市町村の負担金の２５％分を掛けますと４０２万円の計上ということがこの表になります。
　次に、一番下の表になりますが、１０款、６項、２目の体育施設費の３行目になります。前後しますが工事請負費から説明いたしますが、これはご存じのように４月１１日にスポーツセンターの北側の東側軒天が崩落したことに伴いまして行う修繕工事でございまして、今回、崩落した軒天同様に西側の軒天も崩落の恐れが十分あることから早急に修繕工事を行おうとするものでございます。
　また、この軒天には、断熱材として、古い建物ですので、アスベストを含む資材が使われていることから、そのアスベストの処理と屋根の一部修繕、穴の開いている部分の修繕などを行うもので、その経費としまして３，０８０万円を計上しております。
　なお、中央部の小屋裏につきましても、小屋裏というか、真ん中の部分、見えないところがあるのですが、アスベストがございますが、軒天との上部のほうで開口部分を完全に遮断する囲い込みを行って、これを終わらせるということで考えてございます。
　その上の１３節の委託料につきましては、今、ご説明しました東側軒天の崩落した部分のアスベストの飛散防止処理で、既に改修は終わっておりますが、その処理費用として、８４万円を追加計上するものでございます。
　さらに、その上になりますが、１１節の需用費の修繕料につきましても軒天の崩落時に上部のガラスが１枚割れたのですが、ガラスの修繕と軒天の鉄骨部分がむき出しとなっておりましたので、アスベストが飛散しないように隠すというか、覆うということから、コンパネにより、軽い補修をした費用、ガラスとアスベストのコンパネを張ったという費用として、３８万７千円を追加計上してございます。
　次に、３ページの歳入に戻っていただきたいと思いますが、一番上の表になりますが、１３款、１項、１目の民生費国庫負担金の２節、子ども手当負担金につきましては、歳出で説明しました制度改正に伴う子ども手当負担金で、４，８５８万５千円を減額し、４節の児童手当負担金として、４，９１２万６千円を新たに計上するものでございます。子ども手当から児童手当に振り替えたという意味でございます。同じく中段の表になりますが、１４款、１項、１目の民生費負担金につきましても、これは道の負担金です。先ほどは国の負担金ですが、道の負担金につきましても、国と同様に子ども手当負担金で９２１万２千円を減額し、５節の児童手当負担金で１，１３３万６千円を新たに計上するものでございます。

　次、一番下の表になりますが、１７款、１項、１目の財政調整基金繰入金につきましては、財源調整で８２４万６千円を追加してございます。同じく、２目の社会資本整備基金繰入金につきましては、スポーツセンターの修繕に要する費用として、３，２０２万７千円を追加しているものでございます。

　最後に、別に配付してございます資料１の財政調整基金及び特定目的基金の保有状況見込をご覧いただきたいと思いますが、先に説明しました専決の補正予算を含めまして５月８日現在の一般会計の基金保有見込額につきましては、一番右側の下から５行目になりますが、現在３１億１，２９０万７千円となってございます。
　以上、平成２４年度訓子府町一般会計補正予算（第１号）の内容につきまして説明させていただきましたが、ご審議の上、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。

　以上でございます。
○議長(橋本憲治君)　次に、議案第３２号を説明願います。

　町民課長。

○町民課長（佐藤純一君）　議案書の５ページをお開きください。

　議案第３２号　町税条例の一部を改正する条例の制定について、その提案理由の説明を申し上げます。

　地方税法の一部を改正する法律、また地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する政令、地方税法施行規則の一部を改正する省令が、平成２４年３月３１日に公布されたことに伴い、町税条例の一部を改正するものであります。

　６ページ以降に改正条文を記載しておりますが、その内容につきましては、１０ページからの「町税条例の一部を改正する条例の概要」でご説明をいたします。

　まず、項目１、年金所得者の寡婦（寡夫）控除に係る申告手続きの簡素化ですが、寡婦（寡夫）控除を受けようとする場合の申告書の提出を不要とするものであります。

　次に、項目２、附則第１１条の２、土地の価格の特例でありますが、固定資産税の課税上著しく均衡を失すると認める場合の土地価格の修正価格で土地課税台帳に登録できる年度を平成２５年度又は平成２６年度に変更するものであります。

　次に、項目３、附則第１２条の宅地等に対して課する固定資産税の特例、１つ飛びまして項目５、附則第１３条の農地に対して課する固定資産税の特例、項目６、附則第１５条の特別土地保有税の課税の特例につきましては、平成２４年度の評価替えに伴い、土地に対する負担調整措置を継続することから、特例年度を延長するものであります。

　次に、項目４に戻りまして、附則第１２条、住宅用地に係る特例措置の廃止でありますが、課税標準に１０分の８を乗じた価格とする特例措置を平成２６年度から廃止することとし、平成２４年度、平成２５年度に限り１０分の９を乗じる経過措置を講じるものであります。

　次に、１１ページに移りまして、項目７、附則第１９条の１１でありますが、旧民法３４条、法人のうち一定の要件を満たす特定移行一般社団法人等が設置する図書館、博物館、幼稚園には固定資産税を課すことができない規定を加えるものであります。

　次の項目８、附則２０条の２及び附則２６条の６、東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地に係る譲渡期限の延長の特例でありますが、居住の用に供していた家屋が東日本大震災により滅失したことにより、居住の用に供することができなくなった者が、滅失した家屋の敷地や権利の譲渡をする場合の特例期間を７年に延長する規定を設けるものであります。

　次に、項目９、附則第２１条、東日本大震災に係る住宅借入金等特別税額控除の適用期限の特例でありますが、東日本大震災により住宅借入金等特別税額控除の適用を受けていた家屋を居住の用に供することができなくなった者のうち、平成２５年１２月３１日までに住宅の取得等をした場合に、その再取得をした住宅に係る住宅借入金等を有することとなる者は、重複して控除の適用が受けられることとするものであります。

　以下は、地方税法等の改正に伴う対応条項番号のずれを整理したものでありますので、ご覧をいただきたいと思います。

　８ページに戻りまして、中段からの附則でありますが、この条例は、公布の日から施行し、平成２４年４月１日から適用することとしておりますが、第３６条の２第１項ただし書きの改正規定は、平成２６年１月１日から施行するものであります。

　第２条では、町民税に係る経過措置といたしまして、改正後の町税条例第３６条の２第１項の規定は、平成２６年度以後の年度分の個人の町民税について適用し、平成２５年度分までの個人の町民税については、なお従前の例によることとしています。

　また、附則第２１条の規定は、平成２４年度以後の年度分の個人町民税について適用し、平成２３年度分までの個人の町民税については、なお従前の例によることとしています。

　次に、第３条、固定資産税に関する経過措置でありますが、今回の改正のうち固定資産税に関しては、平成２４年度以後の固定資産税について適用し、平成２３年度分までの固定資産税については、なお従前の例によることとしています。

　また、第３条第２項及び第３項では、附則第１２条において、住宅用地に係る特例措置を平成２６年度から廃止することとし、平成２４年度、平成２５年度に限り１０分の９を乗じる経過措置を講じるための読み替え規定を定めるものであります。
　以上、町税条例の一部を改正する条例の制定について、その提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議の上、ご決定くださいますようよろしくお願い申し上げます。
○議長（橋本憲治君）　次に、議案第３３号の説明を願います。

　農林商工課長。

○農林商工課長（佐藤正好君）　議案第３３号の提案説明を申し上げます。議案書１２ページをご覧いただきたいと思います。

　議案第３３号　財産の処分について。

　次の財産を処分したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により議会の議決を求めるものでございます。

　記としまして、事業名につきましては、町有林生産素材（立木）の販売であります。

　契約の相手方につきましては、新生紀森林組合 代表理事組合長 大槻健一郎でございます。
　本件につきましては、本年度、建設を予定している児童センターに、この町有林材を確実に供給するため、随意契約により立木の状態で処分しようとするものであり、契約金額は８００万円であります。
　なお、予定価格につきましては、７６６万３，９５０円でございます。
　販売する立木の所在地につきましては、駒里の町有林、３４林班の１小班と弥生の町有林、３６林班１０２小班で、面積はあわせて７．９２ｈａであります。

　予定材積は、カラマツが１，８６１．４４４㎥、雑木が６６．３９４㎥のあわせて１，９２７．８３８㎥でございます。
　参考までに用途別材積を申し上げますとカラマツ材のうち約１，６４８㎥が用材で、残りは雑木を含めパルプ材となってございます。
　なお、この材積につきましては、平成２１年度から実施しております立木調査の結果を基に積算しておりますが、本件につきましては、伐採業務を含めた立木の状態での販売でありますので、仮に、この予定材積に増減があっても、この契約金額には変更が生じませんので、ご理解をいただきたいと存じます。
　また、本件に係る歳入歳出予算の整理につきましては、６月定例会にて補正予算の提案をさせていただく予定としておりますので、これにつきましてもご理解をお願いいたします。

　以上、議案第３３号の提案説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
○議長（橋本憲治君）　以上で、議案第３１号、議案第３２号、議案第３３号の各案に対する提案理由の説明が終わりました。

　これより、議案第３１号、議案第３２号、議案第３３号について、各案ごとに質疑、討論、採決をいたします。
　最初に、議案第３１号の質疑を行います。１人３回まで、質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

　２番、佐藤静基君。

○２番（佐藤静基君）　２番、佐藤です。４ページをお願いします。スポーツセンターの件ですが、４千万円ぐらいかかると覚悟していたのですが、今の説明の中で工夫をされてこれだけ安くなったと思うのですが、１つには、これは前にも伺ったのですが、建物共済の対象にはならなかったのか。その点についてだけ伺いたいと思います。
○議長（橋本憲治君）　建設課長。

○建設課長（伊田　彰君）　ただいま、スポーツセンターの軒天崩落の建物共済の関係でのご質問でございますが、本件の物件、全国自治協会に加盟しておりまして、財団法人自治協会に問い合わせした結果なのですが、本件については、自然災害には認定できないということで、災害共済の保険はおりないということで確認をとれております。
○議長（橋本憲治君）　ほかにご質疑ございませんか。

　３番、工藤弘喜君。

○３番（工藤弘喜君）　３番、工藤です。今、佐藤議員から質問のありましたスポーツセンターの改修工事にかかわる件なのですが、これがああいうふうな状況になるというのは、やはり原因があったのだと思うのです。それも十分つかまえている中で、今回のこういう改修工事が行われていくのだと思うのですが、具体的に言いますと北側の氷柱というか、氷の柱のような、ああいう状況がずっと続いてきている中で、ああいうふうに崩落のようなことが起こったのではないかと思うのですが、今回のこの改修によって、基本的な原因というのか、あのような崩落に至る原因が除去できるのかどうか、そういう設計になっているのかどうかも含めてお伺いいたします。

○議長（橋本憲治君）　建設課長。

○建設課長（伊田　彰君）　今、工藤議員から改修の工法的なご質問をいただきました。基本的には、現在予定している改修工事においては、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がん),岩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めん),綿)と呼ばれているアスベスト形状の部分をすべて撤去し、今までEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がん),岩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めん),綿)をふかれていた箇所にウレタンの防水材をふくということで、今の状況でいくとアリーナの天井部分がそういった部分を撤去した後にウレタンの断熱材をふいているところでございます。それをふいたほかに屋根の部分が若干、当時、平成５年ぐらいにウレタンで補修というか、補強していた部分が若干めくれ上がっている部分がございまして、その部分の補強を既存のものを撤去して、新しいウレタンをふくということで、あわせて６ｍほどになりますが、屋根の部分の塗装を実施するということで、今回は考えてございますが、工藤議員言われる部分でいきますと完全に氷柱がなくなるかというと構造的に非常に通気とか、そういった部分も当時５３年の建設時の部分でございまして、完全な断熱もない、機械換気も当然ない。自然通気による部分が多いということもございまして、完全ではないですが、状況的には、建設時の状況に近い形に戻せると考えてございますので、ご理解いただきたいと思います。
○議長（橋本憲治君）　ほかにご質疑ございませんか。
　８番、西山由美子君。

○８番（西山由美子君）　８番、西山です。４ページの児童手当のことについて、お伺いいたします。役務費の中で２万５千円、対象者に通知ということですが、対象が何名かということと申請漏れがないのかどうか。その点をお伺いいたします。
○議長（橋本憲治君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（八鍬光邦君）　ただいま、児童手当の関係でご質問をいただきました。
　今、西山議員からご質問のありました対象者が増えるであろう部分の役務費の通信運搬費のことですが、何世帯というとすごく難しくて、４カ月分を１回に払うということで、総延人数で把握しておりますが、児童手当につきましては、総延人数で６，３９０人、割り返しますと先ほど副町長から説明がありましたが、約６４０人、１２カ月で割った場合の人数ですが６４０人程度。先ほど、当初の部分でいきますと７，２００人ということで当初予算みておりましたが、２月分、３月分につきましては、１，２６９人分が子ども手当で払う。その後の分が、今言いました６，３９０人分が児童手当で払うことになっていまして、トータルといいますか、差し引きでいきますと最初の１０月期の当初予算の時は大体６００人ぐらい、今がトータルあわせますと６４０人ぐらいということで、４０人ぐらいの増ということでありますが、いろいろなこまめな通知ということで増を見込んだ計上でございます。
　申請漏れにつきましては、過去から児童手当から子ども手当に、子ども手当の特別措置法、さらに今、児童手当に戻るということになっておりますが、漏れはないというように考えてございます。
○議長（橋本憲治君）　ほかにご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。
　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第３１号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　次に、議案第３２号の質疑を行います。

　１人３回まで質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。５ページからです。
　３番、工藤弘喜君。

○３番（工藤弘喜君）　３番、工藤です。それでは、議案第３２号について、若干質問したいのですが、分からない点もありますので、そういう点も含めてお聞きしたいのですが、１０ページでやっていきたいと思います。１つは、項目でいきますと２番の土地の価格の特例に関する附則にかかわることなのですが、この中で、課税上著しく均衡を失すると認める場合の土地価格の特例年度の変更ということなのですが、本町において、どの程度の件数、これに該当するものがこれにあるのか、その件数も教えていただきたいと思います。
続きまして、３番の項目になりますが、これも同じようなことなのですが、負担調整措置の延長ということになっていますが、これも本町にとって、これまでどの程度の件数というか、具体例があるのかをお聞きしたいと思います。

　それから４番の住宅用地にかかわる特例措置の廃止にかかわることなのですが、これは結果として、２４年度、２５年度に限り１０分の８から１０分の９に乗じた価格とする経過措置なのですが、その後、これが２６年度以降は、特例がなくなるととらえることになると思うのですが、これに該当する本町の実態が、これも同じようにどうなっていくのかお聞きしたいと思います。この３点について、お聞きしたいと思います。
○議長（橋本憲治君）　町民課長。

○町民課長（佐藤純一君）　今、３点のお尋ねをいただきましたが、件数というか、実態のお尋ねでございましたが、正直なところ実態を今の時点でつかめないというのが実際のところでございまして、ただ項目４の住宅用地に係る特例措置の廃止ですが、これは２６年度以降は、まったくなくなるということになりますが、ただ、今、土地価格が下落をしており、実際に廃止によって税額が上がるという部分というのは、ほとんど出てこないだろうというように、むしろ下がるのではないかというようなことでとらえてございます。ただ、一部の農家宅地の部分ですと若干上がるかもしれないですが、元々の部分が低いということもございますので、まず、ほぼ影響しないだろうととらえていただいて結構かと思います。ただ、申し訳ないのですが、今までの土地の特例と宅地の特例の部分の実数は、とらえていないということでご理解いただきたいと思います。
○議長（橋本憲治君）　ほかにご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって、質疑を終了いたします。

　これより討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第３２号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　次に、議案第３３号の質疑を行います。議案書１２ページでございます。
　１人３回まで質疑を行えます。

　ご質疑ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。

　これより、討論を行います。

　討論ございませんか。

（「なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。

　これより、議案第３３号の採決を行います。

　本案を原案のとおり決定することに、ご異議ございませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（橋本憲治君）　異議なしと認めます。

　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　◎報告第４号
○議長（橋本憲治君）　日程第７、報告第４号　専決処分の報告についてを議題といたします。
　職員に報告を朗読させます。議案書１３ページでございます。
○議会事務局長（森谷　勇君）　それでは、ご報告申し上げます。議案書の２０ページをお開き願います。

　報告第４号　専決処分の報告について。

　平成２４年３月１９日、訓子府町長から専決処分について、次のとおり報告があった。

　平成２４年５月８日提出、訓子府町議会議長　橋本　憲治。

　記、別紙。

　次のページ、２１ページをお開き願います。

　平成２４年３月１９日

　訓子府町議会議長　橋本　憲治　　様

　訓子府町長　菊池　一春

専決処分の報告について

　地方自治（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第２項の規定により、別紙のとおり専決処分したので報告します。

　記、別紙。

　次のページ、２２ページをお開き願います。
専決処分書

　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、損害賠償の額の決定及び和解について、次のとおり専決処分する。

平成２４年３月１９日

　訓子府町長　菊池一春

　　　損害賠償額の決定及び和解について

　１．事故発生日時　平成２３年１２月１９日（月）午後６時頃

　２．事故発生場所　訓子府町旭町６９番地先

　３．相　手　方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　４．事故の概要　　上記の日時、場所において、訓子府小学校駐車場へ右折待ちをしていた車両の後部で、停車していた相手車両に接触し、相手車両後部バンパーを破損及び軽傷の被害を与えたものです。

　５．損害賠償額　　この事故に対し、物損事故に対する損害賠償の額を１１万８，１５４円、人身事故に対する損害賠償の額を４万８，３５９円と定め、和解する。
　以上であります。
○議長（橋本憲治君）　報告でございますが、質疑があれば休憩をして質疑を受けたいと思いますが、質疑ございませんか。
　報告第４号の専決処分の報告において、質疑があるようなので、暫時休憩をしたいと思います。
休憩　午後１２時０４分

再開　午後１２時０７分

○議長（橋本憲治君）　休憩前に戻り、会議を再開いたします。
　以上で本報告を終わります。

◎閉会の宣言

○議長（橋本憲治君）　以上をもって、本臨時会に付議された案件の審議は全部終了いたしました。

これにて、平成２４年第１回訓子府町議会臨時会を閉会いたします。
本日は、大変ご苦労様でございました。
閉会　午後１２時０７分
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